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あなたは名羅手部総合病院内科病棟に勤務する 2 年目看護師です． 
結唐高志さんは 13 年前から糖尿病を指摘されており，当院外来に通院して

いる 64 歳男性です．先日の外来受診時，空腹時血糖 231mg/dl，HbA1c7.8 と

血糖コントロールが不良だったため，今回糖尿病の教育目的で入院しました．

結唐さんは身長 165cm，体重 75kg で，職業は飲食店店長，自宅では妻と二人

暮しです．軽い網膜症と腎症がありますが，神経障害と脳梗塞や心筋梗塞な

どの大血管障害は合併していません．甘い食べ物が好きな結唐さんは食事制

限が守れず，精査の結果，内服薬での治療は限界との主治医の判断で，イン

スリンを導入することとなりました．昨日，糖尿病専科の看護師から自己血

糖測定と自己注射の指導を受けました．手技はひと通り習得できたと申し送

りを受けています． 
 

あなた「結唐さん，失礼いたします．そろそろ昼食のお時間になるので，

血糖測定とインスリンの注射の準備をしましょう」 
結唐さん「もうそんな時間かい．血糖は上手に測れるようになってきたぞ．

でも，インスリンの注射がいまいち慣れないんだよ．家に帰ってか

らも毎日こんなことをしなきゃいけないと思うと面倒くせぇなぁ．

昼は 5 単位だったっけ？」 
あなた「はい．ノボラピット 300 フレックスを 5 単位です．結唐さんはイ

ンスリンの注射のどんなところが不安ですか？もう一度私と一緒に

確認しましょうか？」 
結唐さん「ありがたいねぇ．もう一回注射の仕方を教えてもらってもいい

かな？年のせいか 1 回じゃ覚えられなくて」 
あなた「分かりました．ではもう一度私と確認をしましょう．お食事をお

持ちしてからしますので，お待ちくださいね」 
 
あなたは，インスリンの自己注射の方法と退院後の生活の注意について，

結唐さんに再度指導することにしました（10 分間）． 
 


